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１．事業の概要

位置図

国道464号

事業区間 鎌ケ谷大仏駅～くぬぎ山駅間

事業延長 ３，２５７ｍ

除却踏切数 １０箇所

事業着手 平成１３年度～

3
事業箇所

主要地方道

船橋我孫子線

主要地方道
千葉・鎌ケ谷・松戸線

事業着手 平成１３年度～

総事業費 ３５０億円

高架化する駅 初富駅、新鎌ヶ谷駅、北初富駅

整備関連側道 ４路線（約１，３２０ｍ）

高架化の方法 仮線方式

⑨初富1号



①標準断面図と施工手順

②

既設線を仮線に切替えます

仮線を構築します
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④

仮線を高架橋に切替えます

③

跡地に高架橋を構築します

既設線を仮線に切替えます



（１）事業経緯

平成10年度（H11.2） 都市計画決定

平成13年度（H14.3） 事業着手

平成15年度（H16.2） 新鎌ヶ谷区間 仮線運行開始

２．事業の状況

平成16年度～ 高架橋築造工事着手

平成29年度 事業完了予定
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平成24年度（H25.2） 初富区間 仮線運行(松戸方面)開始

平成25年度 用地取得完了予定



平面図

仮線運行

上下線

（H16.2～)

総事業費ベース

229億円／350億円＝65％

(H25年度末予定)

用地取得
91％

（２）事業の進捗
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高架橋基礎工事

高架橋概成
仮線運行

上り線

（H25.2～)

91％ (計画10.924 ㎡)

※H24年度 残件 契約済み

契約ﾍﾞｰｽ 100％

高架化される駅

事業区間

関連側道

鉄道



（国）４６４号 平日上り

３．事業の必要性

（１）交通状況

ボトルネック（ＢＮ）のある区間では、旅行速度が低下している。
松戸方面

（国）４６４号 平日下り

7千葉県プローブデータ調査（平成１８年度 （国）４６４号の一部）

連続立体交差事業区間にお
いては、旅行速度が20km/h
未満まで低下する 印西方面

７時～10時

10時～13時

13時～16時

16時～19時



（２）踏切の状況

⑥新鎌ヶ谷２号

Ｈ２５年度 踏切交通量調査結果
⑥新鎌ヶ谷２号踏切

最大滞留長 ８７０ｍ 番
号

踏切道名称
自動車交通量

（台/日）
踏切遮断時間

（時/日）

① 北初富１号 14,802 4.8

② 北初富２号 7,632 4.4

③ 北初富３号 832 4.6

④ 北初富６号 4,373 5.1

⑤ 新鎌ヶ谷１号 6,451 4.7

⑥ 新鎌ヶ谷２号 13,660 4.7

⑦ 新鎌ヶ谷３号 0 5.1

⑧ 新鎌ヶ谷４号 1,726 4.7

⑨ 初富１号 12,698 4.8
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※データ：H25交通実態調査（県実施）結果より

調査日：H25.8.4（日）、H25.8.7（水）

⑨初富１号踏切

最大滞流長 ７４０ｍ

①北初富１号踏切

最大滞流長 ５８０ｍ

除却踏切

高架化される駅

ボトルネック踏切

事業区間

関連側道

鉄道

国道

主要地方道

⑨ 初富１号 12,698 4.8

⑩ 初富２号 272 4.9

62,446 4.8

番
号

踏切道名称
踏切交通遮断時間

（台/日）
最大滞留長

（ｍ）

① 北初富１号 71,050 580

② 北初富２号 33,581 250

③ 北初富３号 3,827 30

④ 北初富６号 22,302 80

⑤ 新鎌ヶ谷１号 30,320 110

⑥ 新鎌ヶ谷２号 64,202 870

⑦ 新鎌ヶ谷３号 0 0

⑧ 新鎌ヶ谷４号 8,112 50

⑨ 初富１号 60,950 740

⑩ 初富２号 1,333 10

295,677 2,720

合計（平均）

合計（平均）



（３）踏切事故件数 (H20～H24) 

平面図

集計結果
総事故数 3件
内死亡事故 2件

死亡 負傷 物損 負傷 物損死亡 負傷 物損 死亡 負傷 死亡 負傷 物損

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

物損 死亡
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① 北初富1号
② 北初富2号 1
③ 北初富3号
④ 北初富6号
⑤ 新鎌ヶ谷1号
⑥ 新鎌ヶ谷2号 1 1
⑦ 新鎌ヶ谷3号
⑧ 新鎌ヶ谷4号
⑨ 初富1号
⑩ 初富2号
計 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 0 0 0 0 0

死亡
事故

負傷
事故

物損
事故

負傷
事故

物損
事故

死亡
事故

負傷
事故

物損
事故

死亡
事故

負傷
事故

死亡
事故

負傷
事故

物損
事故

物損
事故

死亡
事故

除却踏切

高架化される駅

ボトルネック踏切

事業区間

関連側道

鉄道

国道

主要地方道



新鎌ヶ谷特定土地区画整理事業区域
平面図

国道４６４号 北千葉道路

（４）関連する他事業

３・３・１５

３・４・１０
３・３・９

３・３・１３
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初富駅周辺地区
（市が事業化を検討）北初富駅周辺地区

（市が事業化を検討）

３・３・１６

３・３・１３

高架化される駅

事業区間

関連側道
密接に関連する他の
街路(供用済区間)
密接に関連する他の
街路(未整備区間)

鉄道

地域高規格道路

■関連街路整備事業

路線名（幅員ｍ） 延長（ｍ） 事業主体 備　考

３・３・１６（１８） 1,130 鎌ケ谷市、都市再生機構 一部供用済

３・４・１０（１６） 830 鎌ケ谷市 都決済

３・３・　９（２５） 1,040 都市再生機構 一部供用済

３・３・１３（２８） 440 都市再生機構 供用済

３・３・１５（１８） 560 鎌ケ谷市、都市再生機構 一部供用済



４．整備効果

(1)渋滞の緩和、走行性の向上、踏切事故解消

整備前

整備後

(時間）

0 1 2 3 4 5 6

1日当たりの平均踏切遮断時間　　（踏切1箇所）

４時間４８分

解消！ 整備前

整備後

(Km/h）

3箇所のボトルネック踏切平均旅行速度　　

9.1 Km/h

19.2 Km/h

約2.1倍ＵＰ！

約10 ㎞/h 向上！
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(Km/h）

0 5 10 15 20 25 30

除却踏切

高架化される駅

ボトルネック踏切

事業区間

関連側道

鉄道

国道

主要地方道

路線名 踏切名
旅行速度

向上
所要時間

短縮

① 国道464号 北初富1号 +4.8km/h ▲1.16分

⑥ 国道464号 新鎌ヶ谷2号 +12.0km/h ▲0.56分

⑨ （主）千葉鎌ヶ谷松戸線 初富1号 +13.3km/h ▲1.17分

+10.0km/h ▲0.96分　平　　均

３箇所のボトルネック踏切除却効果



東
武
野
田
線

3810

4001

4341
4297

3500

3750

4000

4250

4500

平成21年 平成22年 平成23年 平成24年

鎌ケ谷市救急搬送人員

資料：平成24年版統計かまがや

踏切除却により

走行性向上

(2)救急搬送時間短縮

鎌ケ谷市救急搬送の多くは、事業箇所付近
の２つの病院である。
（鎌ケ谷総合病院、東邦鎌谷病院）

鎌ケ谷総合

病院
50%

その他

50%

鎌ケ谷市救急搬送件数内訳

約５割が鎌ケ谷
病院へ搬送

H24年 実績

二次救急

二次救急
東邦鎌谷病院増加

新鎌ヶ谷駅

北初富駅

北初富駅

新京成線連続立体 Ｌ ＝３.３ ｋｍ

救急搬送ルート

踏切除却により

走行性向上

踏切除却により

走行性向上
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全 4,297件

二次救急
鎌ケ谷総合病院

救急搬送ルートは、必ず踏切通過を余儀なくされている。

踏切除却で走行性向上

(秒）

0 15 30 45 60 75 90

３箇所のボトルネック踏切除却による走行短縮時間　　

約１分

約１分走行時間短縮！



５．事業投資効果（費用便益分析）

■費用および便益算定の前提
基準年次 ：平成２５年度

検討年数 ：供用後５０年間

社会的割引率 ：４％

■便益の算定 ■費用の算定

（１）便益算定フロー図

13

社
会
的
割
引
率

●移動時間短縮便益(自動車)
●移動時間短縮便益(歩行者・自転車)
●走行経費減少便益
●交通事故減少便益

■費用の算定

●連続立体交差事業

（都市側負担のみ）

●関連道路整備費
●道路維持管理

■現在価値の算定

便益の現在価値（Ｂ） 費用の現在価値（Ｃ）

費用便益分析の実施（Ｂ／Ｃ）



（２）費用対効果（費用便益比）

【事業全体】

便益（Ｂ）

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

総便益

費用便益比
(B/C)

４１６億円 ３０億円 －７億円 ４３９億円

事業費 維持管理費 総費用
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費用（Ｃ）

事業費 維持管理費 総費用

１．３

３４６億円 １億円 ３４７億円

注1）便益・費用については、基準年における現在価値化後の値である。

注2）費用及び便益額は整数止めとする。

注3）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。



（３）前回再評価との比較

前回再評価（Ｈ２０） 今回再評価（Ｈ２５）

・費用便益分析マニュアル

（連続立体交差事業編）
平成１６年４月版 平成２０年１１月版

・基準年次 平成２０年度 平成２５年度

・供用予定年次 平成２２年度 平成２９年度

・分析対象期間 供用後４０年間 供用後５０年間

・基礎データ 平成11年度道路交通センサス 平成17年度道路交通センサス

■Ｂ／Ｃの比較
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・交通量の推計時点 平成２２年度 平成４２年度

・総便益（Ｂ） ４９８億円 ４３９億円

・総費用（Ｃ） ※鉄道負担分除く ３４７億円 ３４７億円

・Ｂ／Ｃ １．４ １．３

前回再評価（Ｈ２０） 今回再評価（Ｈ２５） 備 考

事業費 ３５０．０億円 （３０８．６億円） ３５０．０億円 （３０８．６億円） ※(   )鉄道負担分除く

うち工事費 ３０７．７億円 ３１５．９億円 測量試験費等を含む

うち用地補償費 ４２．３億円 ３４．１億円 地価の下落が主要因

■事業費の比較



６．コスト縮減

項 目 分 類 概 要

●資材活用の効率化
枕木（軌道材）
レール（軌道材）
砕石（軌道材）

現在線で使用している枕木、レール、路盤材
の仮線への転用による資材調達コストの削減

●建設発生土の有効利用 土 砂
高架すりつけ部補強土壁区間で、工事間利用
による他事業からの発生土流用により盛土材
購入費の削減
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建設発生土の

有効利用

補強土壁区間（高架すりつけ区間）

盛土材購入費
削減

購入費の削減

資材活用の効率化 資材費削減

枕木、レール、路盤材の転用

発生土



７．対応方針（案）

対応方針 ： 事業を継続し、効果の早期発現を目指す。

・費用便益比（B/C）は１．３であり、費用対効果が見込める。

【理由】
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・踏切除却による踏切事故解消。

・踏切交通遮断量は、各踏切箇所で高い値であり、最大８７０ｍの

滞留長が解消され、走行性が向上。

・救急搬送時間短縮による救命活動支援の一助となる。


